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臼井　戦争では、人が死に、傷つくだけでなく、安曇野でも人

々が若者を戦場に送り出し、天皇の国のために命を捨てて

戦う若者を育て、「戦争に勝つた

め」が暮らしの隅々に浸透し、そ

れに逆らうことは許されず、我慢

することが当たり前だった。この

ように、戦場でなくても安曇野の

人々は戦争をしていた。こうした

認識の上で、今後の平和推進事業

をやってもらいたいが。　　　　

臼井　市制施行20周年平和事業に対して、成果と今後の抱負は。

市長　来場された皆様と共に戦争の厳しさ、平和の尊さについ

て共有することができた。今後も戦争や核兵器の悲惨さを

多くの方に知ってもらい、市民と共に平和を目指す取組を

続けていきたい。

臼井　安曇野市史上最大の事件で亡くなられた全ての戦没者を

　　対象にした戦没者追悼式を毎年行うべきではないか。　　

市長　戦没者遺族会の意向を尊重し、３年に１度開催している。

　　毎年遺族会への意向を確認した上で開催を判断することと

　　している。

臼井　安曇野市平和都市宣言は「平和を願う人々と手を取り合

　　って行動します」と謳っている。市長が参加する平和首長

　　会議の行動計画「市民一人一人が平和の実現に向けて主体

　　的に行動できるよう、市民による平和文化活動に対し、助

　　成制度の整備や広報協力等の支援

　　」を行ってはどうか。

臼井　80年前までの戦争は、日本史上、

　　安曇野市史上最大の事件である。

　　安曇野市域の戦没者は、1937年の日中戦争以降1,681人とい

　　う。沖縄の「平和の礎」に堀金出身者が少なくとも３名刻

　　銘されているのに、故郷で忘れ去られているようでは忍び

　　難い。戦没者の名前を刻んだ刻銘碑を建ててはどうか。

　市制施行20周年記念戦後80年平和事業を終えて、その成果を

確認するとともに、中山栄樹新市長の下で故太田寛前市長の平

和施策をどう継承し、市民と共に平和施策をどのように進めて

いくのか、いくつかの提案をしつつ、その考えを質しました。

市長　戦争の悲惨さを全てのいろいろ

　　なことを踏まえて若者たちに伝え

　　ていければいいと思っている。

市長　他の自治体の先行事例を研究し

　　たい。

福祉部長　現在、把握している名簿はなく、今後も特定するこ

　　とは困難であり、刻銘碑を建設することは考えてない。

臼井　設置や維持管理を堀金、三郷の山麓の住民が担

　ってきたが、その恩恵は広く市民が受けている。電

　気柵があると、クマやイノシシ、シカが里に下りて

　来られない。高齢化などの作業の困難

　さが増している。猿追い払い隊のよう

　に、広く市民から隊員を募集して、山

　麓住民とともに維持管理に当たる方策

　を検討していくべきではないか。

農林部長　地元の要望があれば除去班が行って活動す

　る。追払隊のように広く募集することも考えたい。

臼井　有明演習場、穂高・有明空襲の爆撃地点、敵の飛行機を

　　監視した三田防空監視哨、臼井吉見も所属した第93師団歩

　　兵204連隊の宿舎となった国民学校や穂高支所の場所にあ

　　った穂高農学校、現穂高商業高校などに設置してほしい。

教育部長　公有地でないとか、調査研究が困難であるなど、一

　　律に整備していくことは難しい。

　昨年度の豊科郷土　
　　博物館の企画展チラシ

沖縄の平和の礎


